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にほんあんぎゃぶんしゅう 

#20 日本行脚文集 

作者：大淀三千風（おおよど・みちかぜ 1639-1707） 

刊行：元禄３年（1690） 

♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢ 

 解題  

■ 内容 

俳諧紀行。全７冊。三千風は、天和３年（1683）４月

に仙台を出発し、貞享４年（1687）５月に至るまで全

国行脚を行い、その後元禄２年(1689)まで見残した地

域や再訪の地を訪れた。『日本行脚文集』は、その間の

自らの句文や訪問先の地で俳人・歌人・文人・友人知

人などから贈られた詩文・歌・俳句を抜粋してまとめ

たもの。それらの詩文歌俳はできる限りそのままの形

で収録しようとする意図から、地域別に配置されている。 

■ 作者 

作者は江戸中期の俳人、大淀三千風。本名三井友翰。寛永 16 年(1639)伊

勢国飯野郡射和村（現・三重県松阪市射和町）の商家の生まれ。伊勢路が全

国各地からの伊勢神宮への参拝客で賑わっていたこと、伊勢商人たちが商用

の旅に出ていたことなどから、旅に親しい環境にあったのではないかと推察

される。15 歳の春より俳道を志し、仙台に 15 年滞在したのち、天和３年

（1683）４月４日、仙台を出立、７年にわたり全国各地を歩いた。その後大

磯の鴫立庵を再興し、初代庵主となる。宝永４年（1707）死去。 

■ 構成 

巻１：陸奥・出羽・越後・越中・加賀・越前・若狭・丹後・丹波・山城 

巻２：近江・伊勢・志摩 

巻３：紀伊・大和・伊賀・河内・和泉・摂津・播磨・備前・備中・備後・安

芸・周防・長門・豊前・豊後 
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巻４：肥後・肥前・長門・周防・石見・出雲 

巻５：出雲・伯耆・美作・備前・讃岐・阿波・土佐・伊予・播磨・淡路 

巻６：近江・信濃・上野・武蔵・相模・伊豆・駿河・甲斐・下総・常陸・陸

奥 

巻７：出羽・陸奥・下野・武蔵・相模・伊豆・駿河・遠江・三河・尾張・伊

勢・京 

 

 本文を読む 
＜翻刻＞ 

「日本行脚文集」（『俳諧文庫 第 24編（俳諧紀行全集）』博文館 1901） 

［911.308/4/24］ 

「日本行脚文集」（『続帝國文庫 第 20編（紀行文集）』博文館 1909） 

［918/8/20］ 

「日本行脚文集 抄」大淀三千風（『甲斐志料集成』第１巻 甲斐志料刊行会 

大和屋書店 1932）［081.7/2/1］ 

「日本行脚文集」（『日本紀行文集成』第２巻 日本図書センター 1979） 

［915.5/16/2］ 

＜影印＞ 

「日本行脚文集」(『第二期近世文学資料類従 古俳諧編』第 37 巻 近世文

学書誌研究会編 岡本勝解説 勉誠社 1975)［K93.61/7A/1/7］ 
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